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会
長 

 

青
木 

玲
子 

２
０
１
３
年
３
月
２
日(

土)

千
代
田

区
に
あ
る
一
橋
大
学
の
同
窓
会
館
・
如

水
会
館
で
渡
邊
一
雄
顧
問
の
表
題
の
記

念
会
が
行
わ
れ
、
１
５
０
人
近
く
が
全

国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
お
顔
の
広
い

先
生
の
事
で
北
海
道
、
九
州
、
関
西
か

ら
も
多
く
の
ご
親
類
、
知
人
、
ご
友
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
健
生
会
の
役
員
の

多
く
が
出
席
し
、
保
坂
副
会
長
が
軽
快

な
司
会
を
勤
め
、
午
前
中
は
社
会
人
落

語
家
の
三
遊
亭
園
塾
氏
、
真
打
の
三
遊

亭
園
王
師
匠
、
そ
し
て
渡
邊
顧
問
こ
と

三
遊
亭
大
王
が
落
語
を
ご
披
露
な
さ
り
、

皆
様
の
爆
笑
の
裡
に
お
開
き
と
な
り
、

最
後
に
声
楽
家
の
鎌
田
滋
子
さ
ん
指
揮

に
よ
る
「
早
春
賦
」
を
皆
で
歌
い
、
第

一
部
が
終
了
し
ま
し
た
。 

        

第
二
部
は
ビ
デ
オ
上
映
、
ハ
ッ
ピ
イ

バ
ー
ス
デ
イ
の
合
唱
、
こ
れ
は
青
木
が

指
揮
、
９
８
歳
の
秋
元
さ
ん
が
花
束
贈

呈
係
り
を
い
た
し
ま
し
た
。
秋
元
さ
ん

が
お
花
を
渡
し
た
時
に
、
先
生
が
「
９

８
才
ま
で
生
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。

間
髪
を
入
れ
ず
、「
落
語
を
す
る
こ
と
で

す
」
と
そ
れ
は
ま
あ
見
事
な
受
け
答
え

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
渡
邊
先
生

の
落
語
の
師
匠
で
あ
る
三
遊
亭
園
王
師

匠
の
大
喜
び
さ
れ
る
姿
が
目
に
入
り
ま

し
た
。
後
で
秋
元
さ
ん
に
「
ど
う
し
て

あ
ん
な
に
ス
ム
ー
ス
に
あ
の
セ
リ
フ
が

出
た
の
？
」
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
何

も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
よ
。
神
様
が

言
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
う
わ
」
カ

ソ
リ
ッ
ク
の
熱
心
な
信
者
で
あ
る
秋
元

さ
ん
ら
し
い
お
答
え
で
し
た
。 

元
日
本
社
会
事
業
大
学
学
長
・
京
極

高
宣
氏
の
乾
杯
の
音
頭
の
後
、
食
事
、

し
ば
し
歓
談
の
時
を
持
ち
ま
し
た
。 

      

 

 

食
事
後
は
先
生
の
友
人
、
三
崎
康
夫

さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
健
生

会
会
員 

和
由
貴
子
さ
ん
の
「
美
し
い

日
本
」
の
歌
な
ど
が
あ
り
、
後
に
先
生

か
ら
１
０
人
の
人
々
が
感
謝
状
を
戴
き

ま
し
た
。そ
の
中
の
一
人
が
私
で
し
た
。 

そ
の
表
彰
状
に
は
、 

為
己
為
人
賞
（
ワ
イ
ケ
イ
ワ
イ
ヤ

ン
）
よ
く
つ
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

長
年
貴
台
の
ご
配
慮
に
よ
り
社
会

に
貢
献
で
き
る
重
要
な
役
割
に
あ
ず
か

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
生
き
る
喜
び

が
持
て
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

平
成
２
５
年
３
月
２
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邊 

一
雄 

 

 
 
 
 
 
 
 

三
遊
亭
大
王 

と
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
方
か
ら
日
頃
健
生
会
に
何

か
と
心
を
砕
い
て
く
だ
さ
る
先
生
に
感

謝
状
を
差
し
上
げ
た
い
の
に
、
反
対
に

い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
皆
様
に

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
こ
ま 

 
 
 
 

で
も
謙
虚
な
渡
邊
先
生
で
し
た
。 

 

出
版
記
念
の
本
は
「
７
７
才
の
バ
ケ

ッ
ト
リ
ス
ト
」
～
人
生
い
か
に
よ
く
生 

き
よ
く
死
ぬ
か
～
と
い
う
表
題
が
つ
い

て
い
ま
す
。
本
の
こ
と
は
保
坂
副
会
長

が
書
い
て
く
だ
さ
る
の
で
内
容
は
書
き

ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
講
演
会
な
ど
で
お

は
な
し
さ
れ
た
も
の
を
加
減
筆
さ
れ
、

又
初
め
て
読
む
内
容
の
章
も
あ
り
、
先

生
の
生
き
方
、
考
え
方
が
理
解
で
き
る

わ
か
り
易
い
文
章
で
、
飾
ら
ず
に
、
失

敗
談
な
ど
も
正
直
に
書
い
て
お
ら
れ
、

大
変
好
感
が
持
て
ま
す
。
是
非
子
供
に

も
、
孫
に
も
友
人
に
も
読
ま
せ
た
い
と

思
う
も
の
で
し
た
。 

ど
う
ぞ
皆
様
是
非
本
を
お
買
い
く
だ

さ
っ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

最
後
に
元
三
菱
電
機
副
社
長
の
伊
原 

総
三
郎
様
か
ら
先
生
に
贈
る
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残

っ
た
言
葉
は
「
渡
邊
君
は
人
生
に
と
っ

て
何
が
大
切
な
事
な
の
か
を
良
く
理
解

し
て
い
る
人
だ
」と
い
う
も
の
で
し
た
。 

帰
り
際
に
先
生
の
「
あ
り
が
と
う 

感
謝
」
の
歌
が
響
き
、
涙
が
出
そ
う
に

な
る
ほ
ど
の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
方
が
健
生
会
の
顧
問
に
な
っ

て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
無
上
の
喜
び
で
す
。 

 
 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 

  
  

  

健 

生 

会 

 
 

 
 

 
  

ニ
ュ
ー
ス 
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健
康
だ
よ
り
・
第
一
九
三
号 

平
成
二
十
五
年
四
月 

世
界
に
蔓
延
す
る
糖
尿
病 

第
四
弾 

 

 

長
寿
の
秘
訣
研
究
会 

 

松
島 

勇
次 

  

最
近
の
糖
尿
病
事
情
続
け
て
発
信
し

て
い
ま
す
。今
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
、

一
番
目
は
カ
ロ
リ
ー
制
限
か
ら
糖
質
制

限
（
ご
飯
な
ど
炭
水
化
物
）
が
良
い
、

二
番
目
は
高
齢
者
ほ
ど
発
症
率
が
高
く

な
る
内
容
で
す
。
三
番
目
は
日
本
人
の

糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
不
足
で
起
こ
る

よ
り
も
低
体
温
に
よ
っ
て
、
細
胞
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

）
の
機
能
低
下
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い

る
。
四
番
目
は
ス
ト
レ
ス
が
糖
尿
病
を

引
き
起
こ
す
事
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。        

三
月
号
第
三
弾
ま
で
以
上
の
内
容

を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。 

今
月
四
月
号
第
四
弾
は
糖
尿
病
事
情

最
後
と
し
て
、
五
番
目
の
ビ
タ
ミ
ン
の

ビ
オ
チ
ン
不
足
に
よ
っ
て
起
こ
る
事
を

説
明
し
ま
す
。 

ビ
オ
チ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｈ
と
呼
ば

れ
（
ド
イ
ツ
語
で
皮
膚
）
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
の
仲
間
で
す
。
そ
の
働
き
は
、
ブ
ド

ウ
糖
の
リ
サ
イ
ク
ル
、脂
肪
酸
の
合
成
、

ア
ミ
ノ
酸
の
代
謝
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

抗
生
物
質
を
多
く
摂
っ
て
い
た
り
、

加
齢
が
進
む
と
腸
内
細
菌
叢
（
腸
内
細

菌
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
所
）
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
と
ビ
オ
チ
ン
不

足
に
な
り
や
す
い
。
ビ
オ
チ
ン
が
多
く

含
ま
れ
る
食
べ
物
は
、
大
豆
、
落
花
生
、

レ
バ
ー
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
タ
マ
ネ
ギ

な
ど
で
す
。
次
に
酸
化
と
糖
化
は
兄
弟

分
と
し
て
、
私
達
の
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
事
を
説
明
し
ま
す
。
老
化

を
起
こ
す
原
因
の
一
つ
が
活
性
化
さ
れ
、

反
応
し
や
す
い
酸
素
は
、
細
胞
成
分
と

結
合
（
酸
化
）
す
る
た
め
に
老
化
が
進

む
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
酸
化
反
応

の
身
近
の
例
は
、
鉄
が
酸
素
と
結
合
（

酸
化
）
す
る
と
錆
び
て
、
鉄
の
光
沢
が

失
わ
れ
古
く
汚
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

皮
を
む
い
た
リ
ン
ゴ
が
空
気
中
の
酸
素

と
結
合
し
、
色
が
茶
色
く
な
り
ま
ず
く

な
る
の
も
酸
化
反
応
で
す
。
人
の
体
で

も
こ
の
よ
う
な
酸
化
反
応
が
年
齢
と
と

も
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
老
化
が
進
む

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
活
性
酸
素
の

発
生
要
因
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
食
べ
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
及
び

人
間
の
呼
吸
で
発
生
②
体
内
で
食
品
添

加
物
を
薬
物
代
謝
酵
素
が
分
解
す
る
時

③
体
内
に
侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

を
や
っ
つ
け
る
時
④
激
し
い
怒
り
、
悲

し
み
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
発

生
。（
次
号
に
続
く
） 

  

『
海
と
大
陸
』 

南
イ
タ
リ
ア
の
地
中
海
に
浮
か
ぶ

小
さ
な
島
、
夏
に
は
観
光
客
で
賑
わ
う

が
、
今
は
寂
れ
た
漁
村
。
そ
こ
に
海
で

父
を
亡
く
し
た
フ
ィ
リ
ッ
ポ
が
漁
業
に

し
が
み
つ
く
ソ
フ
ト
島
を
出
た
い
母
と

戸
惑
い
な
が
ら
も
暮
ら
し
て
い
る
。
あ

る
日
ア
フ
リ
カ
の
難
民
母
子
が
決
死
の

覚
悟
で
海
を
わ
た
っ
て
き
た
。
祖
父
は

法
を
無
視
し
て
母
子
を
か
く
ま
う
。
必

死
に
生
き
よ
う
と
す
る
母
子
の
姿
に
島

の
家
族
が
こ
た
え
て
い
く
。
青
い
海
と

青
い
空
、
太
陽
の
光
の
中
で
人
間
の
持

つ
勇
気
、
生
き
よ
う
と
す
る
力
、
優
し

さ
が
描
か
れ
る
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
感

動
的
だ
。
フ
ィ
リ
ッ
ポ
役
フ
ィ
リ
ッ

ポ
・
プ
チ
ッ
ロ
が
さ
わ
や
か
な
素
晴
ら

し
い
演
技
を
見
せ
、
新
し
い
ス
タ
ー
の

誕
生
と
賞
賛
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア 

監

督 

エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
・
ク
リ
ア
ー
ゼ 

４
月
６
日
公
開 

 

★
★
★
★
★ 

『
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
コ
ー
ガ
ン
』 

 

２
０
０
８
年
、
大
統
領
選
が
白
熱
し

未
曾
有
の
経
済
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
。
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ

の
賭
博
場
の
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
が
凄
腕
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
コ
ー
ガ
ン
。

最
も
悪
で
、
最
も
セ
ク
シ
ー
、
コ
ー
ガ

ン
を
世
界
最
高
の
人
気
ス
タ
ー
ブ
ラ
ッ

ド
・
ピ
ッ
ト
が
好
演
。
彼
の
企
て
は
成

功
す
る
の
か
？
ア
メ
リ
カ
社
会
に
巣
食

う
賭
博
、
ド
ラ
ッ
グ
、
売
春
を
え
ぐ
り

出
す
。社
会
は
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
だ
。 

 

ア
メ
リ
カ 

 

監
督 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ド
ミ
ニ
ク 

 

４
月
２
６
日
公
開 

 

★
★
★
★
☆ 

『
ヒ
ス
テ
リ
ア
』 

 

１
９
世
紀
権
威
主
義
と
お
堅
い
風
潮

一
色
の
ビ
ク
ト
リ
ア
王
朝
末
期
の
イ
ギ

リ
ス
、
ロ
ン
ド
ン
中
の
女
性
に
蔓
延
し

て
い
た
ヒ
ス
テ
リ
ー
。
女
性
医
療
の
第

一
人
者
で
あ
る
老
医
師
の
病
院
に
若
き

美
男
の
医
師
が
働
く
こ
と
に
な
る
。
彼

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
は
好
評
で
大
盛
況
。

し
か
し
連
日
連
夜
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
腱

鞘
炎
に
な
り
治
療
が
で
き
な
く
な
る
が
、

構
想
中
の
ほ
こ
り
払
い
機
に
女
性
治
療

の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
う
か
ぶ
。
そ

の
考
案
し
た
電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
が
大

成
功
で
女
性
患
者
が
お
し
よ
せ
る
。
こ

れ
ま
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ち

ょ
っ
と
エ
ッ
チ
で
さ
わ
や
か
な
実
話
、

時
代
を
超
え
た
共
感
と
す
が
す
が
し
い

健
さ
ん
の
試
写
会
便
り 

⑪ 

 
 
 
 
 
 
 
 

高
田 

健
治 
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感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。 

英
国 

監
督 

ダ
ー
ニ
ア
・
ベ
ク
ス

ラ
ー 

４
月
２
０
日 

公
開 

 
★
★
★
★
☆ 

 

 

  

『
河
の
追
憶
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
山 
ふ
み 

私
が
旅
の
さ
中
に
出
逢
っ
た
忘
れ

難
い
河
に
つ
い
て
短
く
記
し
ま
す
。 

○
ナ
イ
ル
河 

『
旧
約
聖
書
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
に
よ

る
と
こ
の
河
の
岸
辺
に
捨
て
ら
れ
て
い

た
嬰
児
モ
ー
ゼ
は
、
奇
し
く
も
エ
ジ
プ

ト
の
女
王
に
拾
わ
れ
、
王
子
と
し
て
成

長
し
た
後
、
母
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を

苦
難
か
ら
救
出
す
べ
く「
出
エ
ジ
プ
ト
」

を
敢
行
し
た
の
だ
。 

○
ラ
イ
ン
河 

「
な
じ
か
は
知
ら
ね
ど
、
心
わ
び
て
、

昔
の
伝
え
は
そ
ぞ
ろ
身
に
沁
む
」
と
う

た
わ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
河
。
岸
辺
に
佇

つ
乙
女
の
像
が
、
旅
人
を
招
く
が
ご
と

く
、
佇
っ
て
い
ま
し
た
。 

○
セ
ー
ヌ
河 

 

巴
里
の
中
心
を
流
れ
る
こ
の
河
の
岸 

辺
に
憩
っ
た
ひ
と
と
き
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
各
地
の
遠
征
に
勝
利
し
た
折
く
ぐ
っ

た
と
言
わ
れ
る
凱
旋
門
を
遥
か
に
見
渡

す
河
の
ほ
と
り
に
座
し
遠
い
昔
を
偲
ん

だ
事
で
し
た
。 

○
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
、
も
と
の
水
に
あ
ら
す
。
よ
ど

み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、か
つ
消
え
、

か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ど
ま
る
こ
と

な
し
」『
方
丈
記
』 

     
『
渡
邉
一
雄
著 

７
７
歳
の 

バ
ケ
ッ
ト
リ
ス
ト 

 

～
人
生
い
か
に
よ
く
生
き
、
よ
く
死
ぬ
か
～
』 

を
読
ん
で 

 

保
坂
武
雄 

 

我
ら
が
ナ
ベ
さ
ん
の
本
が
出
た
！ 

４
０
歳
に
し
て
ア
メ
リ
カ
で
フ
ィ
ラ
ン

ス
ロ
ピ
ー
に
出
会
い
、
５
０
歳
代
で
退

社
、
社
会
貢
献
一
辺
倒
の
全
国
行
脚
、

７
０
歳
に
し
て
落
語
に
出
会
い
、
７
７

歳
に
し
て
人
生
の
境
地
を
明
か
す
。 

本
の
編
集
段
階
で
タ
イ
ト
ル
が
「
バ
ケ

ッ
ト
（
棺
桶
）
リ
ス
ト
」
と
伺
い
、
一

種
の
ジ
ョ
ー
ク
と
理
解
し
て
し
ま
っ
た
。

本
を
読
み
出
し
、
自
分
の
誤
解
で
不
覚

だ
っ
た
と
気
づ
い
た
。
い
か
に
良
く
生

き
、
い
か
に
良
く
死
ぬ
か
を
一
貫
し
て

説
く
の
だ
か
ら
、
こ
れ
し
か
な
い
と
付

け
た
書
名
な
の
だ
。
こ
の
重
い
テ
ー
マ

を
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
独
特
の
語
り
で

感
動
の
連
続
だ
。
全
編
に
ち
り
ば
め
ら

れ
た
高
質
な
ユ
ー
モ
ア
、
詩
、
俳
句
、

落
語
と
実
に
楽
し
い
。 

本
の
中
身 

「
序
」
は
人
生
で
の
笑
い
の
大
切
さ
を

説
き
、
ユ
ー
モ
ア
と
ジ
ョ
ー
ク
の
違
い

を
説
明
し
、
沢
山
の
ジ
ョ
ー
ク
、
小
咄

で
読
者
は
引
き
込
ま
れ
る
。 

本
編
は
４
巻
に
別
れ
、
生
の
巻
、
老
の

巻
、
病
の
巻
、
死
の
巻
と
人
生
の
各
段

階
毎
に
エ
ッ
セ
ー
が
続
く
。 

「
生
の
巻
」
で
は
ナ
ベ
さ
ん
が
社
会
人

と
し
て
活
躍
し
た
米
国
や
香
港
で
の
体

験
が
語
ら
れ
る
。
圧
巻
は
米
国
ダ
ー
ラ

ム
シ
テ
イ
主
催
の
少
年
野
球
大
会
で
米

国
国
家
を
独
唱
す
る
こ
と
に
な
り
、
喝

采
を
受
け
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
フ
ィ

ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
に
目
覚
め
、
結
局
は
人

生
の
大
転
換
、
今
の
ナ
ベ
さ
ん
誕
生
と

な
っ
た
く
だ
り
で
あ
る
。 

「
老
の
巻
」
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
現
在

の
こ
と
で
あ
る
。
暴
走
老
人
、
騙
さ
れ

や
す
い
老
人
、年
を
と
る
技
術
の
こ
と
、

我
々
の
今
の
テ
ー
マ
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
若
い
世
代
や
団
塊
世
代
へ
の
手

ほ
ど
き
と
続
く
。こ
こ
に
脳
外
科
医
師
、

金
子
満
氏
の
ボ
ケ
や
す
い
人
の
特
徴
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
男
性
で
は
、
①
い

つ
も
理
屈
っ
ぽ
く
ユ
ー
モ
ア
の
な
い
人
、

②
笑
顔
が
少
な
く
、
何
時
も
怒
っ
た
よ

う
な
顔
の
人
、
⑤
音
楽
や
絵
画
に
無
関

心
な
人
、
⑥
家
族
の
話
題
に
乗
っ
て
こ

な
い
人
、
⑧
犬
、
猫
、
鳥
、
花
に
感
動

し
な
い
人
、
⑨
外
聞
や
面
子
を
非
常
に

気
に
す
る
人
、
女
性
で
は
、
②
笑
顔
が

少
な
く
ユ
ー
モ
ア
が
言
え
な
い
人
、
④

セ
ン
ス
が
悪
く
ブ
ラ
ン
ド
品
に
飛
び
つ

く
人
、
⑤
人
の
噂
や
悪
口
を
言
う

人
・
・
・
。
全
編
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
、
多
く
の
助
言
や
手
ほ
ど
き
が
あ
る

が
こ
こ
で
は
省
く
。
本
を
お
読
み
頂
き

た
い
。 

「
死
の
巻
」
は
「
等
々
力
の
家
」
の
施

設
長
と
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
か
ら
看

取
り
ま
で
実
践
さ
れ
た
ご
体
験
で
、
実

に
迫
力
の
あ
る
内
容
で
あ
る 

「
付
」
と
し
て
、
ナ
ベ
さ
ん
施
設
長
奮

闘
記
は
福
祉
施
設
の
課
題
、
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
や
あ
る
べ
き
心
構
え
が
記
さ
れ
て

い
る
。
福
祉
の
先
進
国
と
比
較
、
理
念

と
実
践
を
通
じ
て
の
貴
重
な
ご
見
解
で

あ
る
。
最
後
の
「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

会
長
に
は
覚
悟
が
必
要
」
と
言
う
項
目

は
、
健
生
会
２
５
周
年
誌
に
投
稿
さ
れ

た
、
青
木
会
長
ご
就
任
の
際
の
花
向
け

の
言
葉
で
あ
る
。 

皆
さ
ん
で
読
み
、
子
等
に
読
ま
せ
、 

孫
等
に
読
ん
で
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
！ 

話
の
ひ
ろ
ば 
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「
三
月
役
員
会
報
告
」 

（
五
日
・
出
席
者
） 

ボ
ラ
セ
ン
三
階 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

秋
元
婦
み
子 

保
坂
武
雄 
宮
田
頼
子 

菅
原
美
佐
子 

中
村 

清 

近
江
勇
吉 

「
傍
聴
者
」
内
田
ま
さ
子 

土
橋
昌
子 

司
会 
青
木
玲
子 

★
総
会
資
料
の
ペ
ー
ジ
作
成
分
担
を
す

る
人
を
決
め
た
。 

★
二
十
九
回
総
会
資
料
の
校
正
・
編
集 

と
革
細
工
の
今
後
を
考
え
る 

四
月
一
日
（
月
）
九
時
三
十
分
～
十

二
時
迄 

場
所
は
光
ヶ
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ

ー
ナ
ー 

★
総
会
資
料
印
刷
・
作
成 

四
月
二
十
二
日
（
月
） 

十
時
～
午
後
四
時 

豊
玉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

★
三
月
二
十
九
日
の
大
江
戸
花
め
ぐ
り

の
参
加
者
の
状
況
を
確
認
し
た
。 

★
四
月
の
一
泊
旅
行
は
二
十
四
日（
水
）

～
二
十
五
日
（
木
））
に
決
ま
る
。 

場
所
は
ー
信
州
・
戸
倉
上
山
田
温
泉 

★
健
康
連
絡
会
の
春
の
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
五
月
二
十
六
日
（
日
）
一
時

半
～
四
時
半 

光
ヶ
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
集
会
室 

受
付
担
当
は
一
時
に
集
合
す
る 

 

手
伝
い
は 

青
木
・
内
田
・
菅
原 

保
坂
・
土
橋 

★
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」 

 

六
月
二
十
一
日
（
金
） 

 

リ
ハ
ー
サ
ル
は
十
八
日
（
火
） 

★
今
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
担
当
と
記
事
内

容
の
確
認
を
し
た
。 

★
今
月
現
在
・
会
員
数 

百
八
十
四
名 

★
四
月
号
の
巻
頭
言
は 

青
木
玲
子 

★
今
後
の
行
事
予
定
の
確
認
と 

 
 
 
 

ニ
ュ
ー
ス
内
容
の
確
認 

★
三
月
の
ニ
ュ
ー
ス
作
業 

＊
割
付
・
校
正
三
月
二
十
二
日
「
金
」 

ボ
ラ
セ
ン
十
時
～
十
二
時 

＊
印
刷
・
発
送
三
月
二
十
六
日
「
火
」 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
九
時
～
十
二
時 

第
二
教
室 

 

★
「
四
月
役
員
会
」
二
日
「
火
」 

十
時
～
十
二
時
ボ
ラ
セ
ン 

司
会
・
内
田 

 
 

文
責
・
内
田 

 
 

 

     

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
割
付
／
校
正
】」 

（
二
月
二
十
二
日
・
練
馬
ボ
ラ
セ
ン
） 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

秋
元
婦
み
子

中
村 

清 

保
坂
武
雄 

内
田
ま
さ
子 

宮
田
頼
子 

 
 ◆

「
ニ
ュ
ー
ス
【
印
刷
／
発
送
】」 

 

（
二
月
二
十
六
日
・
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

青
木
玲
子 

市
原
澄
子 

菅
原
美
佐
子 

保
坂
武
雄 

今
村
安
江 

中
村
千
代
古 

内
田
稚
代 

葛
谷
豊
子 

島
田
フ
サ
子

志
村
松
枝 

高
山
節
子 

内
田
ま
さ
子 

 

武
田
怜
子 

宮
田
頼
子 

秋
元
婦
み
子 

中
村 

清 

橋
本 

光 
 

 
 ◆ 

安
心
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

三
月 

小
竹
小
学
校 

 

岩
根
厚
子 

中
村 

清 

 
 

三
月 

南
町
小
学
校 

内
田
稚
代 

内
田
ま
さ
子 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

 
◆ 
中
西
っ
子
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

三
月 
中
西
小
学
校 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

北
田
攝
子 

坂
根
洋
子 

浜 

一
利 

保
坂
武
雄 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

（

三

月

一

日

・

小

茂

根

） 
 
 
 
 

鈴
木
敏
彦 

篠
崎
玲
子 

菅
原
美
佐
子 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

池
谷
久
美
子 

大
久
保
晴
子 

 
 
 

 

 

（
三
月
十
五
日
・
小
茂
根
） 

鈴
木
敏
彦 

篠
崎
玲
子 

菅
原
美
佐
子 

鷺
池
聰
子 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

池
谷
久
美
子 

大
久
保
晴
子 

 
 

秋
元
婦
み
子 

◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

 
 
 
 
 
 

（
三
月
八
日
） 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
六
階 

 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
三
十
人
分 

鷺
池
聡
子 

篠
崎
玲
子 

大
久
保
晴
子 

市
原
澄
子 

清
水
マ
ツ
子 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」 

三
月
一
日 

十
二
時
～
厚
生
文
化
会
館 

出
席
者
十
六
名 

 
 

二
十
二
日 

〃 

厚
生
文
化
会
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
者
十
五
名 

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食
の

あ
と
切
手
切
り
、
編
み
物
等 
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俳
句       

     
   

中
村 

清 

早
春 

捜
し
物
冬
陽
の
蔭
に
あ
り
に
け
り 

冬
桜
父
の
好
み
し
橋
渡
る 

老
い
の
顎
包
む
マ
フ
ラ
ー 

歯
科
を
出
る 

二
宮
像
ホ
ダ
に
重
た
き
雪
の
嵩 

万
歩
計
互
い
に
の
ぞ
く
春
隣
り 

   

 

第２９回健生会総会のお知らせ 

＊日時：５月２日（木）午後１時 受付 １時 30分開始 

               ４時 終了予定 

＊場所：練馬区役所本庁舎２０階（交流会場） 

    ＝＝＝チラシをご覧ください＝＝＝ 

   今期はＮＰＯ法人取得後、初の総会です。 

  会の活動方針や予算を検討する大切な総会です。    

 レクリェーションやいろいろのサークル活動の動きを 

知る良い機会ですので是非、皆さまお揃いで 

ご出席下さい。 

新会員の方は特に会の様子が分かる良い機会 

ですのでご参加下さい。 

 

 
 

 

 

                              

                               

                             

 
 
 
 

掲
示
板 

◆ 

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

五
月
二
十
六
日
（
日
） 

午
後
一
時
～
四
時
半 

光
ヶ
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
集
会
室 

講
演
「
地
域
の
絆
・
新
時
代
」 

入
場
無
料 

講
師 

市
川 

一
宏
先
生 

 

◆ 

第
三
回 

み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い 

六
月
二
十
一
日
（
金
） 

午
後
一
時
開
場 

一
時
三
十
分 

開
演 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
も
出
演 

       

◆ 

復
帰
の
報
告 

近
江
勇
吉 

こ
の
２
ヶ
月
間
は
自
分
の
（
持
病)

の
為
、
入
院
治
療
致
し
皆
様
に
ご
心
配

を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で

元
気
に
な
り
復
帰
致
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
共
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

健生会恒例春の一泊旅行のご案内 

          ◆旅行日程：４月２４日（水）～２５日（木） 

          ◆旅 先：  信州・戸倉山上山田温泉 

          ◆集合場所： 練馬区役所前―午前８：００分 出発 

                       高野台―午前８：１５分 出発 時間厳守 

       ◆参加費： 20,000円（バス代・２日分の昼食代・保険・写真・総て含む） 

       ◆申込み締切日：４月１５日（月）迄 参加費を添えて申し込み下さい。 

   菅原（３９９１－７６２０）内田（３９９２－８３３８）宮田（３９９１－２４９０） 

※ 参加費、直接渡せない方は、先に役員に電話にて参加申し込みを済ませ 

        郵便振替口座に送金して下さい。 

＊ 加入者名  健生会  口座番号  ００１９０－５－５６７９３９ 

＊ 会員の皆様と親睦をはかり楽しい旅行にしましょう！大勢の参加お待ちしております。 

＊ 詳しい事はチラシ参照下さい。 
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行 

事 

案 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
ま
ゆ
の
会 
 

日
時 

四
月
十
五
日
（
月
） 

午
後
一
時 

場
所 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

作
る
物 

三
月
の
続
き
と 

チ
ワ
ワ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー 

 
 

 

持
っ
て
来
る
物
ー
ハ
サ
ミ
・
ペ
ン
チ

チ 
 

   
  

漢
字
読
め
ま
す
か
？ 

★
糸
遊 

 

い
と
ゆ
う
ー
か
げ
ろ
う
の
こ
と
。 

暖
め
ら
れ
た
空
気
が
ゆ
ら
ゆ
ら

立
ち
上
が
る
さ
ま
を
、
糸
が
遊
ん

で
い
る
と
見
立
て
た
。
光
の
屈
折

に
よ
っ
て
起
こ
り,

春
の
季
語
と

な
っ
て
い
る
。 

「 

糸
遊
に
結
び
つ
き
た
る
煙
か
な
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
芭
蕉
） 

   

★
霾
る 

 
  

つ
ち
ふ
る
ー「
黄
砂
」
と
同
義
で
、

主
に
俳
句
で
使
わ
れ
る
。
中
国
大

陸
で
巻
き
上
げ
ら
れ
た
砂
が
風

に
乗
っ
て
日
本
に
降
っ
て
く
る

こ
と
。
霾
（
ば
い
）
の
字
に
「
土

降
る
」
の
読
み
を
あ
て
た
。 

今
年
は
微
小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ

Ｍ
２
・
５
」
も
襲
来
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

編 

集 

後 

記 

３
月
４
日
に
練
馬
区
豊
玉
障
害
者

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
・
き
ら
ら
か
ら「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
の
集
い
」
を
行
う
と

い
う
お
招
き
を
受
け
た
。
健
生
会
と
し

て
は
以
前
か
ら
夕
食
作
り
を
続
け
て
き

た
が
、
数
年
前
か
ら
ル
ー
か
ら
作
る
本

格
カ
レ
ー
の
昼
食
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
変
更
し
て
い
る
。
そ
れ
が
と
て
も
美

味
し
い
と
評
判
が
良
い
。
当
日
、
残
念

な
こ
と
に
鷺
池
さ
ん
は
欠
席
だ
っ
た
が
、

篠
崎
さ
ん
、大
久
保
さ
ん
、市
原
さ
ん
、

清
水
さ
ん
、
土
橋
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、

第
三
木
曜
日
に
囲
碁
を
教
え
て
い
る
渡

邊
顧
問
も
出
席
、
そ
し
て
私
も
健
生
会

会
長
の
立
場
で
参
加
し
た
。 

他
に
は
体
操
教
室
、
写
真
教
室
、
花

ク
ラ
ブ
の
花
壇
つ
く
り
、
茶
道
を
教
え

る
グ
ル
ー
プ
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
男
性

料
理
教
室
、
他
が
あ
り
、
今
ま
で
は
、

ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し

て
い
る
の
か
、
不
明
だ
っ
た
が
、
今
回

出
席
し
て
み
て
色
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
き
ら
ら
を
支
え
て
い
る
こ

と
が
良
く
わ
か
っ
た
。 

健
生
会
で
は
、
他
に
も
お
し
め
た
た

み
な
ど
の
地
道
な
お
手
伝
い
に
沢
山
の

方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。 

Ｒ
．
Ａ
． 

２０１３年  4月 行 事 案 内 

▼  １日（月） ９：３０「役員会・革細工」光が丘ボランティアコーナー６階 

▼  ２日（火）１０: ００「役員会」ボランティアセンター３階 

▼  ３日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼  ５日（金）１０；００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼  ５日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館 

▼  ６日（土）１３：３０「自彊術」開進第二小学校 

▼ １１日（木）１４：００「なべさんの湧くわく講座」豊玉高齢者センター 

▼ １１日（木）１６：３０「なべさんの湧くわく囲碁講座」豊玉すこやかセンター 

▼ １２日（金） ９：３０「きらら・生活支援昼食会」豊玉すこやかセンター6階 

▼ １３日（土）１３：３０「自彊術」開進第二小学校 

▼ １５日（月）１３：００「まゆの会」リサイクルセンター 

▼ １７日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ １９日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼ １９日（金）１０：００「健康連絡会」北保健相談所 

▼ １９日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館 

▼ ２０日（土）１３：３０「自彊術」開進第二小学校 

▼ ２２日（月） ９：００～４：００終了予定「総会資料：印刷」リサイクルセンター会議室 

▼ ２３日（火）１０：００「ニュース校正」ボランティアセンター３階 

▼ ２４日（水） 練馬区役所 8：００出発   高野台駅前８：１５出発 時間厳守 

▼ ２５日（木） 一泊旅行 信州・戸倉山上山田温泉へ 『チラシ参照』 

▼ ２６日（金）１０：００「ニュース印刷・発送」生涯学習センター「第一会議室」 

 

 
 


